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第２回「自然に健康になれる持続可能な
食環境づくりの推進に向けた検討会」



本発表内容のサマリー
2030年のあるべき姿からのバックキャスト

2030年の目標
（アウトカム）

味の素グループの事業活動事例
（日本市場を中心に）

本検討会への期待項目

Health & 

Nutrition

栄養への取り組み

10億人の健康寿命
の延伸

Environment

環境への取り組み

環境負荷50％削減
（対2018年度比）

ESG評価への取り組み Brand価値 日本市場の取り組みが競争
優位となる指標開発支援

１．SDGｓ社会に対応した企業ガバナンスイノベーション（ASV)
✔サステナビリティ諮問会議 ✔アウトカム：10億人の健康寿命延伸

２．社会課題解決アウトカムに紐づいた重点取り組み事項の決定
✔おいしい減塩（過栄養対策） ✔たんぱく質摂取（不足栄養対策）

SDGs社会に対応した社会基
盤の整備（例、減塩）

✅インセンティブとナッジ
・健康的な食提供の開発
・健康的な食消費の購入
✅ 製品開発基盤
・健康・栄養・購買データ統
合プラットフォーム整備
・人財育成（大学・国研など）

✅フェイクニュース対策
・食品添加物の正しい理解
✅日本市場の良い取り組みの
見える化

１．健康的な製品開発のためのシステムの構築（ANPS)
２．健康的なメニュー・個別化栄養支援プラットフォーム強化

✔味の素パーク™ ✔アミノインデックス™アプリ

３．責任あるマーケティングポリーシーに基づく製品訴求の強化
✔スマ塩™プロジェクト ✔勝ち飯™プロジェクト

４．健康的な生活を支援する生活者コミュニケーション強化
✔リスクコミュニケーション ✔職場の栄養改善

５．マルチステークホルダーエンゲージメントの強化

１．重点取り組み事項の決定：2030年までに環境負荷50％削減
２．地球温暖化対策

✔スコープ１＆２：2030年までに50％削減
✔スコープ３：2030年までに24％削減

３．プラスチックゴミ廃棄：2030年までにゼロ廃棄
４．フードロス：2050年まで50％減（段階的に実施）

１．環境のESG評価へ参加（DJSI、FTSE、MSCIなど）
２．栄養のESG評価へ参加（Access To Nutrition Index)

１

SDGs社会に対応した、健
康な食事と環境が両立する、
日本企業の環境への 取組み
の強みを整理する
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ガバナンス
SDGｓ社会への対応

ASVのE

２

味の素グループは、2030年の目指す姿として、「「食と健康の課題解決企
業」に生まれ変わる」と宣言しました。食と健康に関わる生活習慣を改善す
ることに企業活動を集中させていきます。

ガバナンス強化：諮問会議を取締役会に紐づける
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味の素グループの
栄養の取り組み

※ 現在、DALY（障害調整年齢）を用いて定量KPIを設定すべく手法の開発
を進めています。今後、統合報告書等を通じて報告する予定です。

“おいしい減塩”と“高齢期の低栄養”の課題解決を軸とし、
グローバルコミュニケーションと地域エコシステム構築、
主要法人マーケティングを連動し、2030年までに、10億
人の健康寿命を延伸します

味の素グループの栄養へのアプローチ

３
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製品とサービス

健康的な製品の提供

オーストラリアのHealth
Star Rating (HSR)の
アルゴリズムに準拠

味の素グループ栄養プロファイリング
システム（ANPS)へ進化

2020年4月より、日本
を含む7カ国、9法人の
製品約500品種に対し
て導入し、グローバル
に栄養改善活動を展開

システム
化

独自の先端バイオ・ファイン技術（例：うま味によるおいしさ
の提供等）を通じて、おいしさと減塩が両立する製品の提供を
強化していきます。

おいしさとたんぱく質摂取が両立する製品（風味調味料やメ
ニュー用調味料など）や、たんぱく栄養の質的向上を目指した
製品の提供を強化していきます。

４

味の素グループ栄養プロファイリングシステム（ANPS）

栄養バランスの良い製品を開発するシステムの構築

方針：おいしい減塩

方針：たんぱく質摂取
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製品とサービス

健康的なサービスの提供

５

健康的なメニュー提供 パーソナル栄養プラットフォーム
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マーケティング

おいしい減塩・たんぱく質摂取向上に向けた取り組み

※５自治体（愛媛県・三重県・長野県・山口県・浜松市）から開始し、13自治体へ拡大を目標
（1600万人）

６

スマ塩™ プロジェクト 勝ち飯™ プロジェクト

責任あるマーケティングポリシーの制定とICC遵守
※ICC: International Chamber of Commerce
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エビデンスに基づくマーケティング展開

だし・うま味を中心とした製品とナッジによる地域の栄養改善

７

科学的エビデンスの集積

だし・うま味は低塩食のおいしさを高めるこ
とが、調味料・スープ・乳製品・加工肉類で

確認されている。

地方自治体との社会実装トライアルの事例：岩手・減塩プロジェクト（2014-2017）
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ライフスタイル

生活者と職場の健康支援

８

食品添加物の安全性について納得し、安心しておいしく健康な食生活を
送れる豊かな社会の実現に向け、社会変化の中で現状認識や課題を踏ま
え、生活者、流通、KOL等と議論しながらリスクコミュニケーションを
推進。 ※KOL: Key Opinion Leader

生活者啓発コミュニケーション 職場の栄養改善（Work Force Nutrition)
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エンゲージメント

社会課題解決のためのマルチステークホルダー共創

製品開発から生活者までをデザインする

９

ルールメイキング・コミュニケーション 製品・サービス開発

ステークホルダー資本主義に対応し、国際機関、政府、NGO/NPO、
企業との共創活動を強化
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味の素グループの環境への取り組み

2030年までに、環境負荷を50％削減します。

10
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味の素グループの環境への取り組み
Road Map To 2030

11

温室効果ガス排出量削減のロードマップ プラスチック廃棄物削減のロードマップ

フードロス削減のロードマップ
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味の素グループの環境への取り組み

事例 地球温暖化対策スコープ１・２・３

12

味の素（株）は、金融安定理事会*1が立ち上げたTCFD*2（気候関連財務情報開示タスクフォース）
による提言に賛同するとともに、2019年5月に発足したTCFDコンソーシアム*3に参加しています。

*1 世界主要国・地域の中央銀行、金融監督当局、財務省等の代表が参加する国際機関
*2 Task Force on Climate-related Financial Disclosuresの略
*3 TCFDに賛同した投資家と企業が共同で産業ごとにシナリオ分析・定量化の手法を開発し、共有することを目的として発足
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その他

ESG評価への取り組み

栄養） ATNI 2018年ランキング

☚14位 味の素G

SRIインデックスの“医療・栄養”への拡大の流れ

ヒトのDesirabilityを満足させるサイエンスに基づく製品・
サービスの開発技術
✅ Umami/コク味でおいしい減塩
✅ アミノ酸を活用したタンパク栄養強化
✅ 製品の信頼性保証力
✅ R&Dによる課題解決力

13

※Global Panel Forsight2.0はフードシステムの再構築には、①Availability,
②Accessibility, ③Affordabilityに加え、④Desirabilityへの対応を示した。

ココが強み

栄養改善のESG評価への取り組み Desirability:
私たちの強みについての考察SRI: Socially Responsible Investment

SRIインデックスへの組み入れ 栄養改善を含む、様々な国際的なESG評価
に積極的に対応していくことで、社会的責
任（Socially responsibility)に対する説明
責任(Accountability/Transparency)を果
たす。
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15

味の素グループ統合報告書およびサステナビリティデータブック2020

https://www.ajinomoto.co.jp/company/jp/activity/ir/

参考
本発表資料の詳細については下記の情報にアクセスください。

味の素グループの活動

味の素グループ健康白書2020

https://www.ajinomoto.co.jp/company/jp/nutrition/pdf/ajinomoto_nutrition_

whitepaper.pdf

味の素パーク™ スマ塩™ 勝ち飯™プロジェクト

https://park.ajinomoto.co.jp/

Global Panel Foresight 2.0

https://www.glopan.org/foresight2/

EU Commission Farm to Fork

https://ec.europa.eu/food/farm2fork_en

栄養改善のESG評価：Access To Nutrition Index

https://accesstonutrition.org/

その他

うま味で減塩：

https://www.nature.com/articles/d42473-020-00409-0
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